
学校番号 3016 

令和２年度  理数科 

 

教科 理数 科目 理数物理 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂 高等学校 物理（第一学習社） 

副教材等 
２０１８セミナー 物理基礎＋物理（第一学習社） 

チェック＆演習 物理、２０２０重要問題集（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・予習よりも復習に重点をおいて学習してください。復習は，授業があった日，週の終わりに 1

週間分，単元の終わりに 1単元分と複数回行うことが必要です。疑問点があればこまめに質問し

て解消して下さい。きちんと理解し，定着させるように復習を繰り返してください。 

・授業用のノートと問題演習用のノート（またはルーズリーフ）を別に用意してください。 

・授業中は各自が集中して説明を聞き，演示実験などをよく観察して考えるとき，演習や生徒実験

などに他の人と協力して取り組むときでメリハリをつけるようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

物理現象をどのように扱うのかということを理解し，扱い方に習熟するようにしましょう。特に

自然現象を，中心となる法則と，それを補足するためのいろいろな性質にいったん分けて整理し，

それらを総合的に考えることで理解する方法を，いろいろな現象に応用できるようにします。 

例として，コンデンサー，電流，電流と磁場，電磁誘導と交流，電子と光，原子と原子核などに

ついて扱えるようにします。 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察などを行い，物理学の基本的な

概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を持てるようにしてください。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら電

磁気や原子物理につ

いて関心をもち，意欲

的に探求しようとす

るとともに，科学的な

見方や考え方を身に

付けている。 

電磁気や原子物理の

事物・現象の中に問題

を見いだし、事象を科

学的に考察し、導き出

した考えを的確に表

現している。 

電磁気や原子物理に

関する観察・実験を

行い、基本操作を習

得するとともにそれ

らの過程や結果を的

確に記録・整理し、

自然の事物・現象を

科学的に探究する技

能を身に付けてい

る。 

電磁気や原子物理の

事物・現象について、

基本的な概念や原

理・法則を理解し、

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

教材に対する取り組み

の状況 

演習や実験などの参加

の程度 

振り返りシートなど 

教材に対する取り組み

の状況 

演習や実験などの参加

の程度 

定期考査の結果 

教材に対する取り組

みの状況 

観察・実験の様子やレ

ポート 

定期考査の結果 

教材に対する取り組

みの状況 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 
 

 

期 

電
場
と
電
位 

・コンデンサー内部の電場や

電位の様子を理解し，電気容

量について計算できる。 

・コンデンサーの極板の電気

量やその変化について考え

ながらコンデンサーを含む回

路について計算できる。 

・抵抗も含めた回路について

キルヒホッフの法則を適用し

て振る舞いを計算できる。 

・ダイオードなど半導体の基

本的な特性もふまえて、回路

の振る舞いが計算できる。 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:コンデンサーや抵抗，ダイオ

ードを含んだ回路について

関心を持ち，自ら進んで定量

的に考えようとする。 

b: コンデンサーや抵抗，ダイ

オードについて基本的な構

造から，回路の中での振る舞

いを考えることができる。 

c:電流計や電圧計，回路などを

適切に使うことができる。 

d:コンデンサー，抵抗，ダイオ

ードなどの性質を理解して

いる。 

教材に対す

る取り組み

の状況 

レポートな

ど 

定期考査の

結果 

電
磁
誘
導
と
交
流 

 

・電流の磁気作用について基

本的な性質を知っている。 

・電流が磁場から受ける力や

ローレンツ力の基本的な性質

を知っている。 

・ローレンツ力などを基にして

電流や荷電粒子の運動を考

えることができる。 

・電磁誘導の基本的な性質を

知っている。 

・誘導起電力を考えた導線の

運動などを計算できる。 

・コイルのインダクタンスにつ

いて知り，それを含めた回路

の振る舞いについて計算でき

る。 

・交流の発生について基本的

な知識を持っている。 

・交流に対する各素子の振る

舞いについて基本的な知識

を持ち，電流や電圧の変化の

様子がわかる。 

・各素子を含む回路の基本的

な計算ができる。 

・電磁波の発生やその種類に

ついて基本的な知識を持って

いる。 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

a:電流、磁場、電磁誘導や交流、

電磁波などについて関心を

持ち，自ら進んで定量的に考

えようとする。 

b: 電磁誘導の法則，ローレン

ツ力，コイルやコンデンサー

の基本的な性質をもとに，い

ろいろな現象について考え

ることができる。 

c: 変化する磁場が電場を作る

こと，ローレンツ力による運

動，コイルやコンデンサーの

交流に対する振る舞いなど

を観察し，考えることができ

る。 

d:電磁誘導の法則や自己誘

導・相互誘導、交流に関する

現象について基本的な使い

方をきちんと理解している。 

教材に対す

る取り組み

の状況 

レポートな

ど 

定期考査の

結果 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 

電
子
と
光 

・陰極線や電子の発見につい

て基本的な知識がある。 

・これまでに学習した知識をも

とに電子の振る舞いが計算で

きる。 

・光電効果について基本的な

歴史がわかっている。 

・光量子仮設をもとに光電効

果を理解し、光は粒子性も持

つことを知っている。 

・Ｘ線の発生や振る舞いにつ

いて基本的な知識を持ち，粒

子性と波動性をいずれも考慮

する必要があることを知る。 

・電子などの粒子についても

波動性を考えることができるこ

とを知っている。 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:電子の性質や粒子と波動の

二重性について関心を持ち，

自ら進んで定量的に考えよ

うとする。 

b:光電効果やコンプトン効果

などについて、粒子と波動の

二重性をきちんと適用し，考

えていくことができる。 

c:真空放電の様子やクルック

ス管を用いた陰極線の観察，

はく検電器を用いた光電効

果の観察などに取り組める。 

d:電子の性質や光の粒子性・粒

子の波動性を理解し，基本的

な扱い方を知っている。 

教材に対す

る取り組み

の状況 

レポートな

ど 

定期考査の

結果 

後 
 

 

期 

原
子
と
原
子
核 

・各原子モデルの特徴につい

てわかっている。 

・ラザフォードの原子モデル

からボーアの原子モデルへの

歴史的な流れが簡単にわか

っている。 

・原子核の構成や崩壊の基本

的な知識を持っている。 

・崩壊について半減期を含

め，簡単な計算ができる。 

・核反応とエネルギーについ

て基本的な計算ができる。 

・素粒子や宇宙に興味，関心

がある。 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:原子の構造、原子核の構成等

について関心を持ち，自ら進

んで考えようとする。 

b:これまでの知識と量子条件

などから前期量子論をたど

って原子の性質を考えてい

くことができる。 

c:分光器を用いて、光源による

スペクトルの違いを調べる

ことができる。 

d:原子モデルや原子核、核反応

で出入りするエネルギーや

素粒子の存在と宇宙ににつ

いての基本知識がある。 

教材に対す

る取り組み

の状況 

レポートな

ど 

定期考査の

結果 

高
校
物
理
全
分
野 

・国公立大２次試験対策演習 

・大学入学共通テスト対策演

習 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

○ 

a:問題への深い洞察力を意欲

的に養おうとしている。 

b: 設問の本質を素早く見抜

き、論理的に解答を記すこと

ができる。 

c:要領よく短時間で正解を導

く技能を身に付けている。 

d:異なる分野間の関連の理解

を含めて、知識の体系化が図

れている。 

教材に対す

る取り組み

の状況 

定期考査の

結果 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


